
第６学年 社会科学習指導案 

 

１ 単元名  「町人の文化と新しい学問」（東京書籍上P90～P97） 

 

２ 単元について 

○ 本単元は，学習指導要領の内容（１）カ「歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学について調べ，町人の文化

が栄え新しい学問が起こったことが分かること」を受けて設定したものである。江戸時代に入り，社

会が安定するにつれて，近松門左衛門や歌川広重などの活躍により町人文化が栄えたこと，杉田玄白

や伊能忠敬，本居宣長などの活躍により，蘭学や国学といった新しい学問が起こり，後の時代に影響

を与えたことが分かるようにすることをねらう。 

文化や学問の内容を取り扱う学習においては，教科書等を中心に児童に人物と業績を調べさせ，ま

とめさせることで，目標達成とする学習が一般的である。しかし，学習状況調査の課題から，学習問

題を２段階で設定する単元を設定する。まず，人物の業績や努力，当時やその後の発展への影響を調

べまとめさせる。次に，「江戸時代を代表する文化や学問は何か」という論題で，根拠をもって児童

自身に考えをもたせ，討論をさせる。このように，単元で学んだ知識を活用させる場を設定し，知識

を定着させ，社会科における思考力・判断力・表現力を育成することをねらう。 

○ 本学級の児童は，歴史学習に対して意欲的に取り組んでいる。１学期は，教科書や資料集の他，電

子黒板を利用した「NHK for school」の映像を交えながら，当時の人々の生活の様子や時代ごとの特

徴の変化を学習してきた。資料から読み取ったことを友達同士で話し合い，発表する活動にも慣れて

きている。また，国語科の学習や学級会を通して，自分の意見を伝え合う機会も設けてきた。 

  しかし，事前アンケートの｢授業中に話し合ったり，自分の意見を発表したりすることが好き｣とい

う質問に対して，｢とても好き（6.1％），好き（39.4％），苦手（42.4％），とても苦手（12.1％）

の結果が出た。この結果から，自分の考えを表現する活動に慣れてきたものの，まだ苦手意識をもつ

児童が多いことがうかがえる。 

昨年12月の学習状況調査の調査問題を基に，本学級で事前に実態調査（平成27年６月実施）を行っ

た。その結果について解答内容を分析し，誤答傾向等を考察したところ，本学級の児童は，歴史上の

人物の業績や事象は理解していても，人物の業績や事象間の関連が理解できておらず，「なぜそうな

るのか」という意味理解までは達していない部分があると考えられる。また，複数の資料を関連付け

る力（思考力・判断力）と考えたことを分かりやすく論述する力(表現力)の育成が不十分であると考

える。これらのことから，以下の視点で授業改善の手立てを取り入れることとした。 

・資料の読み取りの指導の中で，「分かること」から「考えられること」を問い掛け，調べたこと

を基に「なぜそんなことをしたのか」などの社会的事象の意味を理解する思考へと段階的に導く。 

・学んだ複数の情報を関連付けて説明させる活動を取り入れる。（学習問題Ⅱの設定） 

○ 指導に当たっては，まず，歌舞伎の映像や浮世絵，伊能忠敬の日本地図を提示し，室町時代の墨絵

や能楽，漢文学や朱子学と比較させる。次に，日本の文化や学問がどのように変化したのかを予想さ

せ，江戸時代の文化や学問に興味をもたせる。これにより，学習問題Ⅰ「江戸時代には，どのような

文化や学問が生まれ，誰が活躍したのだろう。」を設定し，以降の学習の見通しをもたせる。 

調べる段階では，教科書，資料集の他，教師が用意した資料，「NHK for school」の映像などを使

って，近松門左衛門の歌舞伎や人形浄瑠璃，歌川広重の浮世絵，伊能忠敬の日本地図と杉田玄白の解

体新書，本居宣長の国学と文化や学問の分野別に調べさせる。その際，１つの資料から「分かること」

と「考えられること」を区別させた読み取りの指導や，「どんな意味があるのか」，「なぜそんなこ
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とをしたのか」を考えさせる指導，複数の資料を使っての指導へとスモールステップで指導を行う。

このようにして，学習問題Ⅰで調べた人物を整理し，記述したり，話し合ったりしながら，自分の考

えを論述する力(表現力)を育てたい。最後に，学習のまとめとして学習問題Ⅱ「江戸時代を代表する

文化や学問を考えよう。」を設定し，自分が推薦する分野を選び，その理由を考えさせる。これによ

り，人物の業績や江戸時代の文化や学問について学んだ知識を活用させることで，知識の定着を図る

とともに，それぞれの業績を比較させ，学習問題Ⅱについて根拠をもって自分の考えをもつ力（思考

力）を育てたい。 

 

３ 単元の目標 

  江戸時代に生まれた文化や学問に関心をもち，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学について資料を活用し

て調べ，江戸時代を代表する文化や学問について考える活動を通して，社会が安定するにつれて，町

人文化や，蘭学や国学といった新しい学問が生まれたこと，それらに関わる人物の働きが理解できる

ようにする。 

 

４ 評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度【関】 

社会的な 

思考・判断・表現【思】 

観察・資料活用の 

技能【技】 

社会的事象についての

知識・理解【知】 

○江戸時代の文化や学

問とそれらに関わる

人物に関心をもち，そ

れを意欲的に調べて

いる。 

 

 

 

○江戸時代の文化や学

問とそれらに関わる

人物について，人物の

業績や働き，特徴を比

較し，江戸時代を代表

する分野を考えよう

としている。 

○歌舞伎や浮世絵，国

学や蘭学とそれらに

関わる人物の努力や

業績について，学習

問題や予想，学習計

画を考え表現してい

る。 

 

○江戸時代の文化や学

問に関わる人物の業

績や働き，特徴を比

較して，お勧めする

分野を考え適切に表

現している。 

○地図や年表，その他

の資料を活用して，

歌舞伎や浮世絵，国

学や蘭学とそれらに

関わる人物の努力や

業績について必要な

情報を集め，読み取

っている。 

○調べたことをワーク

シートにまとめてい

る。 

○歌舞伎や浮世絵，国

学や蘭学とそれらに

関わる人物の努力や

業績を理解してい

る。 

 

 

 

○社会が安定するにつ

れて，町人文化が栄

え，新しい学問が起

こったこと，こうし

た文化や学問が当時

の人々や後世に影響

を与えたことを理解

している。 
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５ 単元計画 (全６時間 本時５/６) 

過程 主な学習活動 教師の働き掛け(○) 評価(・)主な評価の観点【】 時配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

○室町時代の文化や学問を振り

返り，その特徴を短文でまとめ

る。 

 

 

 

○室町時代に栄えた文化や学問

と比べ，江戸時代の文化や学問

がどう変化したのかを予想す

る。 

 

○江戸時代に新しい文化や学問

が生まれたことを知り，それを

追究する学習問題Ⅰを設定す

る。 

○江戸時代の文化や学問と比

較させるために，室町時代

は，今につながる和風文化が

武士や貴族を中心に栄え，中

国の学問が学ばれていたこ

とを確認する。 

○歌舞伎の映像や浮世絵，伊能

忠敬の日本地図，解体新書を

提示し，室町時代と比較させ

ることで，江戸時代の文化や

学問に対する興味をもたせ

る。 

○児童が追究意欲をもつよう

に，どのような学習問題で調

べていくか，児童の発言を取

り上げながら，つくってい

く。 

 

 

 

 

 

 

・江戸時代の文化や学問に

興味・関心をもち，その

変化を予想したり，学習

のめあてをもったりして

いる。      【関】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 江戸時代には，どんな文化や学問が生まれ，誰が活躍したのだろう。 (学習問題Ⅰ) 

 ○調べる視点を決め，学習の見通

しをもつ。 

 (調べる視点) 

 ・「誰が」 

 ・「業績（したこと）」 

 ・「特徴」 

○｢誰が｣｢何をしたのか｣｢どん

な特徴があるか｣等，児童の

発言を取り上げながら，調べ

る視点を決める。また，教科

書で学習する人物を確認し

ながら，学習計画を立ててい

く。 

・歌舞伎や浮世絵，国学や

蘭学とそれらに関わる人

物の努力や業績につい

て，学習問題や予想，学

習計画を考え表現してい

る。       【思】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 

 

 

 

べ 

 

 

 

る 

 

○江戸時代の文化に関わる人物

として近松門左衛門と歌川広

重について調べる。 

  

 

 

 

 

○学習問題Ⅰについて，江戸時代

に生まれた文化面から短文で

まとめる。 

○調べる視点「業績（したこ

と）」，「特徴」を基に，教

科書と資料集から調べさせ

る。また，必要に応じて，用

語の解説をしたり，資料を取

り上げて，「分かること」を

読み取る指導を加えたりす

る。 

○２人の業績や文化の特徴を

基に，短文でまとめさせるこ

とで，江戸時代の文化は町人

が主体となったことをつか

ませる。 

・近松門左衛門の歌舞伎や

人形浄瑠璃，歌川広重の

浮世絵について，資料な

どを活用して，必要な情

報を集め，読み取ってい

る。       【技】 

 

 

・江戸時代になり，文化の

担い手が町人に変化した

ことを理解している。 

【知】 

   

 

 

 

 

 

１ 

○江戸時代に生まれた学問であ

る蘭学として伊能忠敬と杉田

玄白について調べる。 

 

 

 

 

 

○学習問題Ⅰについて，江戸時代

に生まれた学問である蘭学と

いう面から短文でまとめる。 

○調べる視点「業績（したこ

と）」，「特徴」を基に，教

科書と資料集から調べさせ

る。また，必要に応じて，用

語の解説をしたり，資料を取

り上げて，「分かること」を

読み取る指導を加えたりす

る。 

○２人の業績と学問との関わ

りを基に，短文でまとめさ

せることで，江戸時代に入

り，蘭学が国内に広がり，

日本の社会が進展したこと

をつかませる。 

・伊能忠敬の日本地図，杉

田玄白の解体新書につい

て，資料などを活用して，

必要な情報を集め，読み

取っている。   【技】 

 

 

 

・江戸時代になり，ヨーロ

ッパの新しい学問が広ま

ったことを理解してい

る。       【知】 

  

 

 

 

 

 

 

１ 
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○江戸時代に生まれた学問であ

る国学として本居宣長と当時

の社会情勢について調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習問題Ⅰについて，江戸時代

に生まれた学問である国学と

いう面から短文でまとめる。 

○調べる視点「業績（したこ

と）」，「特徴」を基に，教

科書と資料集から調べさせ

る。また，必要に応じて，用

語の解説をしたり，資料を取

り上げて「分かること」を読

み取る指導を加えたりする。 

○当時の社会情勢について調

べさせるために，大塩平八郎

の乱を取り上げ，学問が生ま

れた背景にも気付かせる。 

○短文でまとめさせることで，

国学が広まり，社会や政治の

在り方に批判的な動きに影

響を与えたことをつかませ

る。 

・本居宣長が研究した国学

や社会の変化に伴う幕府

の力などについて，資料

などを活用して，必要な

情報を集め，読み取って

いる。      【技】 

 

 

 

 

 

・江戸時代になり，日本人

古来の考え方を研究する

学問が広まったことを理

解している。   【知】 

   

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 

 

え 

 

・ 

 

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

○江戸時代の文化や学問と，それ

らに関する人物を振り返り学

習問題Ⅰについて，江戸時代の

文化や学問の特徴をまとめる。 

○教室の掲示物を提示しなが

ら，人物と業績，特徴等を確

認しながら，板書に表にして

いくことで，これまでの学習

をまとめるキーワードを明

らかにする。その際に，「文

化・蘭学・国学」の分野に大

別されることを確認する。 

・江戸時代の文化や学問の

特徴を，学習問題に沿っ

て総合的に考え，的確に

表現している。  【思】 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○｢文化・蘭学・国学｣について，

どの分野がすごいかを考える。 

・５人のうち一番すごいのは誰 

か。 

・３つの分野「文化，蘭学，国

学」のうち江戸時代を代表す

るものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

○学習問題Ⅱを設定する。 

○児童が考えやすいように，ま

ず５人の中からお勧めした

い人物を選ばせ，ワークシー

トに論述させる。 

○選んだ人物が分かれている

状況から，選択肢を｢文化・

蘭学・国学｣の３つに絞り，

教師が揺さ振りを掛けなが

ら一番について考えさせ，ワ

ークシートに論述させる。 

○児童の発表や発言から，｢影

響の範囲｣や｢効果｣，｢努力｣

などの様々な視点で比較で

きることに気付かせる。 

○視点に沿って，３つを比較す

る大切さに気付かせ，児童の

言葉を基に学習問題Ⅱを設

定する。 

 

 

 

 

・江戸時代に生まれた文化

や学問を比較し，自分が

一番すごいと考える分野

について理由を明確にし

て表現している。 【思】 

 

 

 

１ 

本時 

(5/6) 

 江戸時代を代表する文化や学問を考えよう。 (学習問題Ⅱ)  

 ○「江戸時代の文化や学問の中で

一番お勧めする分野はどれか」

という論題で討論会を行い，自

分の考えを深める。 

 

 

○自分の考えを論述する。 

○自分のお勧めする分野とそ

う考えた根拠を発表させる。

ワークシートは視点別に採

点式で評価できるものを用

いることで，比較しやすいよ

うにする。 

○人物と選んだ根拠を論述す

るよう伝える。根拠として，

板書の視点を参考にさせ

る。 

・江戸時代の文化や学問に

興味・関心をもち，人物

の業績や働き，特徴を比
較し，江戸時代を代表す
る分野を考えようとし
ている。     【関】 

・討論の視点を根拠として

３つの分野を比較しなが

ら，自分の考えを論述し

ている。     【思】 

 

１ 
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６ 本時の目標 

学習問題Ⅰのまとめを行い，「文化・蘭学・国学」の３つの分野を比較し，自分が一番すごいと考

える分野について理由を明確にして表現することができる。     （社会的な思考・判断・表現） 

 

７ 展開(全６時間 本時５/６)  

学 習 活 動 教師の働き掛け(○)と主な評価【】 

１ 江戸時代の文化や学問と，それらに関

する人物を振り返る。   〈学級全体〉 

○本時の学習にスムーズに導入できるように，前時までに

学習した人物を確認し，本時のめあてにつなげる。 

めあて 江戸時代に生まれた文化や学問を振り返ろう。 

 ○学習問題Ⅰをまとめることを意識させるために，これま

でに学習した５人の人物と，その業績と特徴を問い掛

け，児童の発言を基に黒板に表でまとめ，キーワードを

丸で囲んでいく。 

○学級全体で数人分を発表させ，まとめる際に｢文化・蘭

学・国学｣の３分野に大別されることを確認する。 

２ 学習問題Ⅰについて，江戸時代の文化

や学問の特徴をまとめる。 

〈個人・学級全体〉 

○要点をおさえて自分の考えを表現する力を育成するた

めに，既習の「文化・蘭学・国学」について，板書やワ

ークシート，掲示物を参考にさせながら，板書に示した

キーワードを使って特徴をまとめさせる。 

３ ｢文化・蘭学・国学｣について，どの分

野がすごいか考える。 

 ・自分のお勧めの人物を１人決める。 

〈個人・学級全体〉 

 

 

 ・お勧めの分野を１つ決める。 

〈個人・学級全体〉 

 

 社会的な問題《答えさせるための問い》 

江戸時代には，町人文化や新しい学問

がおこり，それらに関する人物は，ど

れも素晴らしい業績を残している。 

児童の反応例 

・文化…浮世絵はヨーロッパの人にまで

影響を与えているから。 

・蘭学…伊能忠敬は実際に17年も日本を

歩いて回り，正確な地図を完成させて

いるから。 

・国学…倒幕につながり，江戸時代を終

わらせた影響力は一番すごいと思うか

ら。 

○児童が興味をもって学習に取り組めるよう，初めは深く

考えさせず，気軽に指名して答えさせる。誰がお勧めか

挙手させ，その人を選んだ理由をワークシートに論述さ

せる。 

○選んだ理由を発表させる際，理由に対して教師が揺さ振

りをかけることで，児童から多種の考えを引き出す。 

○選択肢を絞って考えることの有効性に気付かせるため

に，意図的に異なる意見の児童に発表させ，選択が多岐

に渡っていることを確認する。その後，｢文化，蘭学，

国学｣の３つで考えさせ，ワークシートに論述させる。 

【評価】 

 

 

○自分の考えに固執せず，多面的に考えられるように，児

童の発言から，｢影響の範囲｣や｢効果｣，｢努力｣等様々な

視点で比較できることに気付かせ，板書する。 

○選択肢を３つの視点で比較しながら，自分の論述した理

由をより深めさせるために，次時は出てきた視点を使っ

て考えてみることを伝える。 

○児童が主体的に取り組めるように，次時にすることを確

認しながら，児童の言葉を用いて学習問題Ⅱを設定す

る。 

４ 学習問題Ⅱを設定する。  

論題 江戸時代の代表する文化や学問を考えよう。《学習問題Ⅱ》 

５ 本時の振り返りと次時の見通しをも

つ。                       〈学級全体〉 

○次時の活動に見通しがもてるように，論題についての討

論会を行い，考えを深めることを伝える。 
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８ 本時の評価 

評価規準 

 学習問題Ⅰのまとめを行い，「文化・蘭学・国学」の３つの分野を比較し，自分

が一番すごいと考える分野について理由を明確にして表現している。 

        （社会的な思考・判断・表現） 

判断する目安 

(判定基準) 

十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況（Ｂ） 努力を要する状況(Ｃ) 

学習問題Ⅱについて，３つ

の分野を比較しながら，調

べたことを基に理由を記述

している。 

学習問題Ⅱについて，調べ

たことを基に理由を記述

している。 

 

(Ｂ)に達していない記述 

 

→(Ｂ)，(Ｃ)と

判断した児童

への支援 

 

 

 

→ＡはＢと比べて～や，

○○が一番～など，文形を

与え比較して書くよう伝

える。 

→板書に目を向けさせ，す

ごいと思う分野を決めさ

せ，そう思う理由を話しな

がら考えさせる。 

評価方法 ワークシートの記述 

 

板書計画 

  めあて：江戸時代に生まれた文化や学問を振り返ろう。 

 

分野 誰が 業績（したこと） 特徴 

文化 
近松門左衛門 歌舞伎，人形浄瑠璃 町人が主役で

楽しめる文化 歌川広重 浮世絵 

蘭学 
伊能忠敬 正確な日本地図 ヨーロッパの新し

い知識を学ぶ学問 杉田玄白 正確な人体内部図 

国学 本居宣長 古事記伝 
日本人の考え

方を学ぶ学問 

 

新しい学習問題 

江戸時代を代表する文化

や学問を考えよう。 

理由をくらべる視点 

・影響の広さ 
（その後に与えた影響） 
・どんな役に立ったか 
（誰に影響を与えたか） 
・どんな努力をしたか 

平成27年度　授業改善（小学校社会）

佐賀県教育センター実践事例２　学習指導案－6


